
（1）第２１号 青 　 蘭 　 会 ２０１１年（平成２３年）８月２０日

1．ご出席の方のみ9月15日までに同封のはがきかホームページでお願いします。
http://seirandousoukai.com

2．会費は当日、受付にてお支払いして頂きます。
3．申し込み後、総会一週間前以降の欠席の場合は、会費を頂くようになりますのでご了承ください。

第73回 青蘭会開催!!
（平成23年度）

23
年
度
幹
事

青蘭会は★みんな★の会

一年間のご無沙汰です！みなさまお元気でしたか……。

今年は３月11日に東北地方を襲った大地震と津波……また原発問題……。

今まで私たちが経験どころか見たことも聞いた事も無いような大災害が

私たちの住む日本に起きて仕舞いました。

幸いにも青蘭会会員の方々の中には直接の大きな被害は無かったと

報告を受けております。

ホッとすると共に直接被害に遭われた方には心よりお見舞い申し上げます。

東北がんばれ！日本がんばれ！と世界からも大きな様ざまな支援。

直接被害に遭わなかった私たちに出来ることは何か……

毎年行われてきた青蘭会も、そんな中役員一同一致で行う事を決定致しました。

やるからには楽しい会を！

昨年の青蘭会も大好評で皆さまからとても楽しかった！

｢今度青蘭会でクラス会をするわ！｣等々……うれしい声を沢山頂きました。

若い役員のアイデアとベテラン役員（笑）の経験とのコラボレーション。

今こそ元気な日本を創る時！頑張っている東北を応援する時！

その原動力の一部にでもなれる様に会員の皆様も是非！是非！ご参加くださり

＊元気な青蘭会＊楽しい青蘭会＊を開催いたしましょう！！

青蘭会は★私たち★の同窓会ですよ！　　青蘭会会長　岡田　可愛

昨年の青蘭会は、昼の開催となりました。
１部は、会長や学院長の挨拶、会計報告をしました。
２部では、井上茜さんのピアノに始まり、菅原先生の歌、NEW豚（ニュートン）こと
菊池さんのマジック、ジャグリング、ゲームでも、盛りあがりました。

第72回 青蘭会
（Ｈ22. 10. 11）

教職員の旅行でも

当たったことないのに

うれし～☆

どれもおいしそう～

（おいしかったですよ♡）

ジャンケンポン！

スウィ～ツ

学院長、理事長と ハイチーズ☆

華やかな雰囲気の中で東京ベイをバックに
至福の時間を過ごしてみませんか、今年も！!
是非、お誘い合わせの上お越しください。

交通機関
●ゆりかもめ       竹芝駅直結
●都営大江戸線

／浅草線    大門駅徒歩10分
                         （B2出口）
●JR／モノレール  浜松町駅徒歩10分
                         （S4出口海岸一丁目方面）

̶宿泊の場合̶
直接ホテルにTELして下さい。
担当者は長

オサ

田
ダ

康正さん

（03）5404－3921 直通
必ず「青蘭会」と言って下さい。
宿泊料金は２人で¥46，600のところ
日曜日－50％値引になります。

【日時】平成 23 年 10 月 10日（  月・祝 ）           １２：００～１４：３０（１１：３０ 受付開始）【会場】ホテルインターコンチネンタル東京ベイ
５Ｆ「ウィラード」【会費】一般会員：8，000円（75歳以上 4,000円）               学　　生：3，000円（平成19年卒～平成21年卒）               新 会 員：1，000円（平成22年卒）

【内容】第一部　総会
                第二部　来てからのお楽しみ！
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今回は送迎バスも！！
品川駅港南口にて、「青蘭会」の看板を
持った青蘭会スタッフをお探しください。
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同窓会からのお願い

ダンスや演技をよくされる方で、今後

の同窓会総会の演出に協力してくださる方を探

しています。同窓会あてにお手紙・メールでお

知らせください。

「寄付金振込終了について」
平成12年より、毎年皆様に在校生の為の奨学金寄付金

振込をお願いしてまいりましたが、今度から学校・父母
会・同窓会と三者一体となり、学校側が運営する事にな
りました。永い間皆様には、ご協力いただき誠にありが
とうございました。

ＪＲＣ同好会 部長　404 黒澤　悠紀

ＪＲＣのことをお覚えの方も、そうでない方も、お久しぶりです。
決して目立つ同好会ではないので、「たまに教室に来ては募金をせ
びって去っていく、胡散臭い集団」くらいにしか記憶していない方も
いらっしゃるかもしれません。そうです。――いえ、違います。私達
はJunior Red Cross、青少年赤十字同好会です。
ＪＣＲの活動は、日本赤十字の呼びかけに従って、様々なボラン

ティアをすること。一口にボランティアと言っても、上野動物園での
迷子相談員をしたり、赤十字社主催の合宿で山梨へ泊まりに行った
り、その内容は様々。募金にしても、校内で行うこともあれば、はる
ばる三軒茶屋まで行ったこともあります。
自分達で言うのも何ですが、青稜でも一、二位を争うマイナーな同

好会であるＪＲＣは、慢性的に会員不足に悩まされています。私が入
会した時は、ちょうど先代が卒業してしまった直後、つまり部員０人
の状態でした。青稜中学入学一ヶ月にして、早くも会長就任。あわや
という所でしたが、後に同級生や、高一の先輩方が何人も増え、何と
か今でもやっています。ＪＲＣに入ってから初めて感じた、そしてそ
れから先も感じ続ける、他人への感謝の気持ちの始まりでした。
赤十字でボランティアというと、生真面目な生徒の集まりと思われ

るかもしれない。しかし、むし
ろそうなら良かったのですが、
そうではありません。ＪＲＣは、
つまり「お人好し」の集団です。
誰にも覚えられなくても、ヘラ
ヘラと募金に赴いてしまう、そ
んなＪＲＣは、これからもひっ
そりとがんばります。

                         吹奏楽部定期演奏会 顧問　市川　豊
3月25日に開催を予定していました第23回定期演奏会は、震災の影響による社会情勢などを考慮し中止いたしました。それに変わるものとして5月3日に本校アリーナにおきまして「青稜ブラス2010ファイナルコンサート」を行いました。場所の関係もあり関係者のみの開催といたしましたが、予想を上回る数の方々にお越しいただき、盛会のうちに終えることができました。今年度は新たに20名の新入部員を迎え、中学生、高校生の部員が一丸となり自分たちの音楽を日々磨いています。昨年度の定期演奏会が形を変えての開催となった分、次回の定期演奏会は、より充実した内容にして、聴いてくださる方々に喜んでいただきたいと考えています。次回定期演奏会は平成24年３月24日（土）品川総合区民会館きゅりあん大ホールにて開催の予定です。開場・開演時間は未定ですが、詳細が決まり次第吹奏楽部ホームページでご案内いたします。大勢の同窓生の皆様のお越しをお待ちしています。                                                        吹奏楽部ホームページアドレス　　http://www5.ocn.ne.jp/seiryobr/

ジョギング部 605 成澤　京平

ジョギング部は、週に３回、月・水・金に活動して
います。普段は中央公園の近くや西大井公園の近くで
活動し、雨の日は筋トレと階段ダッシュなど１時間半
程活動しています。勉強と両立しやすく、程良く走っ
て良い汗流せます。
年間行事としては、年に３・４回大会に出場してい

ます。中学生は５キロ、高校生は10キロ、それぞれが
目標を持って大会に臨んでいます。夏休み中には合宿
があります。山梨県の忍野村へ行きます。部員同士の
交流を深めると共に、一年を通して一番キツイロード
レースがあります。標高が高い所でのレース、練習は
すぐ息が切れて、何度も心が折れそうになりますが、
部員同士で励まし合い、よりいっそう絆が深まります。
ジョギング部は決してポピュラーな部活とは言えません
が、年々部員が増えてきて、ユニフォームも新しくなった
り、顧問の先生が変わったりと、これからどんどん成長し
ていく部活だと思います。そんな中でも、初心を忘れず
に、日々部活に精進していって欲しいと思います。

『28年の時を経て』　Ｓ57年卒　304 山口　勝美

懐かしい～。待ちに待ったクラス会。

私もこの数年間に色々な事があり、新たな気持ちでこれから生きていこう ！ と決めて

いた頃、クラス会をやるからと連絡を貰いました。高校時代の楽しかった出来事が思い

出され、懐かしさと同時にクラスの皆に会いたいという気持ちが沸き上がり、その時が

来るのを心待ちにしておりました。

あれから28年の時が流れ、｢自分も含め皆どれだけ変貌しているのだろう ？ ｣ とワ
ワ
ク
ワ

ワ
ワ
ク
ワ
しながら……。そして当日、大井町の駅のホームで2人の友と待ち合わせをし、い

ざ学校へ……。

あの頃の町並みは以前とは変わっていて、時の流れを感じさせられました。いよいよ、

クラスメイトと再会です。皆少し(ほんの少し）、おばさんになっていたけれど変わってい

ないのには、感激でした。でも、正直言って（誰っ？）分からない友も数人いたのは事実

です。それでも、時間が経つにつれ、そんな事も気にならない位に昔の面影が現れ、

やっぱり皆、学生時代にバック ・ トウ ・ ザ ・ フューチャーです。一番変わっていなかった

のは、勿論 ！ 曽
ワ
根
ワ
栄
ワ
子
ワ
先生でした。昔のまんま、そのまんま、嬉しかったですネ～。

どうぞいつまでも変わら

ずいらしてくださいね。　

二次会は、場所を居酒屋

に移し、仕切り直し……。

皆、飲む、飲む。いつの間

に大和なでしこが、酒豪へ

と変身したのでしょう？

懐かしく時の経つのも忘

れ、話し込んだ同窓会でし

た。是非又、何年後かにもう一度は、学生時代にワープしましょうね。

再会を約束して、大井町をあとにした楽しい一日でした。

クラス会

♪♪

2006年　羽曽部　汐里さん　作

真ん中の赤い洋服を着ているのが成澤さん

探してます！

工期予定表

完成予定図

いよいよ新校舎の工事が９月より始まります。
予定工事期間：H23年９月～H26年８月末日
階　数　北棟：地上４階

南棟：地上７階
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『DREAM COME TRUE』
～憧れのエアラインで～

H14年卒　長瀬　健太郎

私が母校の「青稜」を卒業して、早
いものでかれこれ10年になります。
幼い頃から飛行機が好きだった私がエアラインに就職したいと強
く思ったのは、高校生の時です。地理の授業の中で、世界には大変
興味深いあらゆる国と地域があることを学びました。そんな世界と
つながっているエアラインの存在は、私にとって魅力的であったわ
けです。大学に入ってから、夢を実現するためには英語を学ぶこと
が大切だと思い、１年生の修了と同時に休学してハワイに２年間、
イギリスに半年間留学しました。そうこうしているうちに就職活動
が始まり、エアラインの求人を調べていたある日、韓国のエアライ
ンの採用情報を入手しました。チャレンジした結果、採用選考をク
リアして、内定がもらえました。夢が叶って嬉しかった時のこと
は、今でも忘れません。その後、大学を卒業するまでの半年間は韓
国語の勉強、会社が行う事前研修などのため、遊ぶこともなかなか
できませんでした。
大学を卒業していよいよ社会人としての第一歩が始まりました。
成田空港に配属となり、お客様のチェックインや搭乗開始から出発
までの業務を担当しました。最初の１年間は毎日緊張して、あっと
いう間に過ぎたような気がします。その後、羽田空港の国際線就航
に伴い、2010年12月１日付で異動になり、現場の管理責任者と
して忙しくも充実した毎日を過ごしております。お客様からのク
レームに対応しなければならないことも多く、とても大変ですが、
解決した時のお客様の笑顔を見るのがとても楽しみです。

想い辿ると
教諭 佐藤　雄二

青稜でお世話になり、20年近くになる。想い起こ
せば多くの出来事が走馬灯のように頭をかけめぐる。
最初の担任は502の女子クラス。前向きで明るい個
性派集団。大胆かつナイーブな女子高生。
中学共学一期生入学、３つのクラスの授業担当と
して厳しく向き合った。声変わり前の体育委員が大
声で準備運動の号令をかける、それに負けじと他の生徒も……、あの
声量はランキング１位。
高校共学一期生入学。アリーナも試験会場、一番早く来た受験生を
高校野球部に勧誘、後にホームランバッターとなる。今では中学教師。
初めての中学・高校野球部合同合宿は福島県。毎日球場が異なり、
スタジアムから畑に囲まれた球場まで様々。野球も様々と感じつつ、
根神先生と真っ黒になりながら、グランド整備と水撒きを懸命に行
い、グランドの神様に選手たちの成長と安全を祈念した。そして野球
の素晴らしさと難しさを再確認し、原点に戻る歳にもなった。前向き
な選手たちは今も尚、多方面において活躍している。その後の千葉合
宿では、私の誕生日を祝いエッサッサを披露してくれた。近隣迷惑と
なるので、正直勘弁してほしいと思ったが、今でもその選手達の姿が
脳裏に焼き付いている。まだまだ想いを辿ると半日は楽しめる……。
子ども達により良いアドバイスが出来たらと教師の道を目指したも

のの、子ども達から多くの想い出をもらい、生かされていることに改
めて気づかされた、教師生活である。

　

青蘭─青稜の思い出
元家庭科教諭 大内　キミ子

青稜を退職して10年が過ぎてしまいました。いつも懐かしく思い出
しております。中学が共学になり、どんな生徒達かと気にしておりま
したが素直な人達でした。
青蘭の最初の寮は山中湖でした。富士五湖巡り、忍野八海歩きをし
ました。
寮の部屋からは荘厳な富士が眺められ、夜は登山をする人達の灯が
点々と続いていてすばらしい景色でした。
部活では（青少年赤十字）救急法の勉強をしたり、上野動物園の迷
子相談です。休みが続く日は東京都のＪＲＣ部員が当番を決め公園を
巡り迷子を見つけて本部で保護をします。心細くて泣きたいのを必死
にがまんしている子供が家族に逢えた時の喜びようを見ているとこち
らも感激してしまいました。使用済切手を集めたり、ベルマークを集
めたり今でも活動されていることでしょう。そして日赤から戴いた赤
十字の発祥の地ソルフェリーノの丘の糸杉は今も第４校舎の庭で元気
にのびているようです。
八ヶ岳では静かな林の中に建っている寮で合宿をしました。中学は
木工の勉強をして夜の自習時間にも実習をしました。
皆さんそれぞれいい思い出が残っていることでしょう。私も沢山の
懐かしい思い出をくれた卒業生の皆さんにお逢いすることを一番の楽
しみにしております。
年１回の青蘭会で多くの皆さんとおしゃべりをすることを楽しみに
しております。
皆さんお友達を誘って参加しましょう。
青蘭会がますます発展することを期待しております。

Ｈ19年卒 藤野　光弘

青稜を卒業し、幹事として初めて青

蘭会のお手伝いをさせていただいて

から早４年が経ちました。

私は今年、大学を卒業しました。こ

れからは社会人という新しい立場から

青稜、青蘭会へ少しでも貢献できるよ

う活動していきたいと考えております。

また、最近は若い役員が多くなり、

青蘭会もより一層さわやかな雰囲気

になりつつあります。

青蘭会は大先輩方から、新卒の方ま

で、どなたでも参加できる同窓会です。

総会で皆様とお目にかかれることを

楽しみにしております。

水沼禮子さんてこんな人

Ｓ36卒

人に気配りのできる素敵な人。

おだやかで、優しい人。

誠実で、メカに強く、

仕事のできる人。

かわいい、お茶目な人。

タバコを吸える唯一の仲間。

右から２人目が大内先生

第16回
の輝いて

います！
は、

小さい頃
からの夢

を実現し
た

H14年卒
の長瀬 健

太郎君で
す。

My Teacher

My Teacher
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学

６

●
私
立
大
学
・
医
学
科

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
１

●
私
立
大
学

早
稲
田
大
学

21

慶
應
義
塾
大
学

９

上
智
大
学

10

東
京
理
科
大
学

13

明
治
大
学

30

青
山
学
院
大
学

15

立
教
大
学

９

中
央
大
学

20

法
政
大
学

25

学
習
院
大
学

５

関
西
大
学

２

同
志
社
大
学

１

立
命
館
大
学

１

麻
布
大
学

２

桜
美
林
大
学

10

大
妻
女
子
大
学

５

学
習
院
女
子
大
学

１

神
奈
川
大
学

24

神
奈
川
工
科
大
学

３

鎌
倉
女
子
大
学

１

関
東
学
院
大
学

５

北
里
大
学

２

共
立
女
子
大
学

１

近
畿
大
学

１

恵
泉
女
学
園
大
学

１

工
学
院
大
学

５

國
學
院
大
學

９

国
士
舘
大
学

６

駒
澤
大
学

10

駒
沢
女
子
大
学

２

相
模
女
子
大
学

１

産
業
能
率
大
学

３

芝
浦
工
業
大
学

３

淑
徳
大
学

１

城
西
大
学

１

湘
南
工
科
大
学

２

昭
和
大
学

３

昭
和
音
楽
大
学

３

昭
和
薬
科
大
学

５

女
子
栄
養
大
学

１

諏
訪
東
京
理
科
大
学
１

成
蹊
大
学

13

成
城
大
学

13

聖
徳
大
学

１

清
泉
女
子
大
学

１

専
修
大
学

21

創
価
大
学

４

大
東
文
化
大
学

４

高
千
穂
大
学

２

拓
殖
大
学

３

多
摩
大
学

４

多
摩
美
術
大
学

４

玉
川
大
学

12

千
葉
工
業
大
学

３

中
京
大
学

５

帝
京
大
学

９

帝
京
平
成
大
学

１

桐
蔭
横
浜
大
学

２

東
海
大
学

13

東
京
医
療
保
健
大
学
１

東
京
経
済
大
学

１

東
京
工
科
大
学

５

東
京
工
芸
大
学

１

東
京
国
際
大
学

１

東
京
女
子
大
学

２

東
京
女
子
医
科
大
学
１

東
京
造
形
大
学

１

東
京
電
機
大
学

５

東
京
都
市
大
学

23

東
京
農
業
大
学

８

東
京
福
祉
大
学

２

東
京
薬
科
大
学

４

東
邦
大
学

２

東
北
学
院
大
学

１

東
洋
大
学

15

東
洋
英
和
女
学
院
大
学
２

東
洋
学
園
大
学

２

獨
協
大
学

１

日
本
大
学

39

日
本
歯
科
大
学

２

日
本
女
子
大
学

３

日
本
福
祉
大
学

３

フ

リ
ス
女
学
院
大
学
４

文
化
女
子
大
学

１

星
薬
科
大
学

４

武
蔵
大
学

４

武
蔵
野
大
学

１

武
蔵
野
美
術
大
学

４

目
白
大
学

４

明
海
大
学

２

明
治
学
院
大
学

22

明
治
薬
科
大
学

１

明
星
大
学

３

横
浜
薬
科
大
学

１

立
正
大
学

２

流
通
経
済
大
学

１

和
光
大
学

２

●
短
期
大
学

青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
２

大
妻
女
子
大
学
短
期
大
学
部
１

共
立
女
子
短
期
大
学
２

上
智
短
期
大
学

１

創
価
女
子
短
期
大
学
１

戸
板
女
子
短
期
大
学
１

東
京
農
業
大
学
短
期
大
学
部
１

生
徒
募
集
対
策
部
長

笠
松
　
芳
幸

中
学平

成
二
十
三
年
度
の
中
学

入
試
志
願
者
総
数
は
一
九
三

一
名
で
し
た
。中
学
受
験
者
数

が
全
体
的
に
２
％
減
で
あ
る

な
か
、
本
校
で
は
、
昨
年
度
比

で
１
％
の
増
加
と
な

て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
年
々
伸
び
て

い
る
大
学
進
学
実
績
な
ど
が

評
価
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
結
果
と
し

て
、昨
年
度
の
入
学
者
数
を
上

廻
る
一
九
〇
名
の
学
力
的
に

も
一
段
と
高
い
新
一
年
生
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
校高

校
入
試
は
昨
年
度
と
同

様
、一
般
入
試
の
み
を
実
施
し

ま
し
た
。今
年
度
よ
り
始
ま
る

校
舎
改
築
工
事
に
よ
る
敬
遠

と
昨
年
よ
り
続
く
経
済
状
況

悪
化
に
よ
る
公
立
志
向
の
傾

向
に
よ
り
、応
募
総
数
は
Ｂ
試

験
35
％
減
、
Ａ
試
験
（
オ

プ

ン
入
試
）
42
％
減
と
な
り
、
全

体
で
37
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、六
一
三
名
も
の
学
力

的
に
高
い
受
験
生
が
集
ま
り

ま
し
た
。

合
格
者
数
は
、校
舎
改
築
に

と
も
な
う
教
室
数
の
減
少
な

ど
の
関
係
で
、若
干
減
と
し
た

こ
と
に
よ
り
、最
終
入
学
者
数

は
九
八
名
と
ほ
ぼ
想
定
通
り

の
入
学
者
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度
　
大
学
・
短
大
合
格
者
数
（
三
月
三
十
一
日
現
在
）

２０１１年（平成２３年）８月２０日

平
成
二
十
三
年
度

入
試
状
況
報
告

訃
　
報

Ｈ
21

小
沢
　
正
也
（
元
倫
理
社
会
教
諭
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

宮
原
　
政
明
先
生
（
地
歴
公
民
科
）
勤
二
十
八
年

佐
藤
　
　
誠
先
生
（
数
学
科
）

勤

八

年

平
原
　
達
也
先
生
（
数
学
科
）

勤

七

年

島
崎
　
幸
子
先
生
（
地
歴
公
民
科
）
勤

五

年

森
田
　
裕
美
先
生
（
理
　
科
）

勤

四

年

武
尾
　
聖
子
先
生
（
地
歴
公
民
科
）
勤

一

年

幸
田
　
英
希
先
生
（
数
学
科
）

勤

一

年

星
　
　
雅
子
先
生
（
音
楽
科
）

勤
十
四
年

木
村
　
友
紀
先
生
（
保
健
体
育
科
）
勤

二

年

渡
辺
　
寿
代
先
生
（
英
語
科
）

勤

一

年

幸
山
　
佳
子
先
生
（
国
語
科
）

勤

一

年

佐
相
　
彩
佳
先
生
（
数
学
科
）

勤

一

年

畠
山
　
春
美
先
生
（
技
術
家
庭
科
）
勤

一

年

内
藤
　
久
子
先
生
（
英
語
科
）

勤

一

年

 

先
生
（
英
語
科
）

勤

二

年

●
編
集
後
記
●
●
●
●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ご
退
職
の
先
生
方

青
稜
の
発
展
の
為
に
さ
ま
ざ
ま
な
ご
尽
力
を
い

た
だ
い
た
、
次
の
職
員
の
方
々
が
平
成
二
十
三
年

三
月
を
も

て
ご
退
職
に
な
り
ま
し
た
。

先
生
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
闘
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

………………………………… 青稜2012年度生徒募集要項 …………………………………

３
月
11
日
以
来
、
地
震
・
津
波
・
余

震
・
原
発
と
日
本
国
中
が
右
往
左
往
し

て
い
る
間
に
季
節
は
確
実
に
流
れ
、
気

が
付
い
た
ら
夏
に
な

て
い
ま
し
た
。

今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
災

害
に
、
た
だ
た
だ
狼
狽
え
る
だ
け
で

す
。
あ
た
り
前
の
生
活
が
ど
ん
な
に
有

難
い
こ
と
か
と
思
い
し
ら
さ
れ
ま
し

た
。急

が
ず
焦
ら
ず
確
実
に
復
興
で
き
る

事
を
節
に
願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

第１回 第２回 第３回

募集定員
Ａ（午前）男女40名 Ａ（午前）男女30名

男女20名
Ｂ（午後）男女60名 Ｂ（午後）男女50名

出願方法 受験料を銀行振込のうえ、出願書類を指定の封筒にてご郵送ください。

出願期間

郵送１月20日～１月27日
（消印有効）

窓口１月31日
午前９時～午後３時

郵送１月20日～１月27日
（消印有効）

窓口１月31日～２月１日
午前９時～午後３時
Bは当日９時30分まで可

郵送１月20日～１月27日
（消印有効）

窓口１月31日～２月３日
午前９時～午後３時
当日７時30分まで可

試験日

Ａ ２月１日（水）
午前８時30分

Ａ ２月２日（木）
午前８時30分 ２月４日（土）

午前８時30分Ｂ ２月１日（水）
午後２時30分

Ｂ ２月２日（木）
午後２時30分

試験科目

Ａ 国語・算数 Ａ ２科４科選択

Ｂ ２科４科選択
国･算　又は　国･算･理･社
（面接はありません）

２科４科選択
国･算　又は　国･算･理･社
（面接はありません）

Ｂ ２科４科選択
国･算　又は　国･算･理･社
（面接はありません）

時間
配点

国語・算数：時間50分　　配点100点　　 ２科合計200点
理科・社会：２科で60分　各配点60点　　２科合計120点　　４科合計　320点

合格発表

Ａ ２月１日（水）午後２時
掲示・ホームページ

Ａ ２月２日（木）午後５時
掲示・ホームページ

２月４日（土）午後４時
掲示・ホームページ

Ｂ ２月１日（水）午後10時
ホームページ
２月２日（木）午前９時
掲示

Ｂ ２月２日（木）午後10時
ホームページ
２月３日（金）午前９時
掲示

入学手続
・発表翌日から２月14日（火）午前９時～午後４時（土曜、日曜、祝日は午前９時～午後３時）
・入学辞退届　２月14日（火）午後３時までに提出
・入学金は入学手続き時、もしくは延納願いを提出された場合には最終２月25日（土）
午後１時までにお納めください。

出願書類　①入学願書（本校指定のもの）＊小学校の報告書は不要です。
②受験料　１回および２回：20,000 円　３回：25,000 円

４回：30,000 円　５回：35,000 円

中学校 応募資格　2012 年３月　中学校卒業見込みの生徒高等学校
一般入試

募集定員 男女130名

出願方法 受験料を銀行振込のうえ、出願書類を指定の封筒にてご郵送ください。

出願書類

①入学願書（本校指定のもの）
②調査書（在籍中学校発行のもの）
③受験料　20,000円　
＊受験料は出願前に銀行振込みでお納めください。

出願期間 郵送　１月25日（水）～２月６日（月）（消印有効）

試験日 ２月12日（日） ８時30分

試験科目 国語・数学・英語　（面接はありません）

合格発表 ２月13日（月） 午前11時～12時
＊本校アリーナ（体育館）にて、合否通知・手続き書類をお渡しします。

入学手続

２月14日（火） 午前９時～午後３時
＊出願時に延納願いを提出した場合、公立高校発表の翌日まで入
学手続は延期できます。ただし公立高校の２次募集については
認められません。

選考方法

Ａ オープン入試
当日受験した３教科の合計点にもとづいて合否を判定します。

 Ｂ　併願優遇入試（本校と在籍している中学校との入試相談による）
調査書により、一定の成績基準を上回っている場合、当日の試験
結果を含め総合的に合否を判定します。
基準は、３年２学期の成績が３科14以上且つ９科39以上であるこ
と。また英検準２級以上の資格取得者は３科・９科それぞれの数
値に１を加算できます。
＊２期制の場合は中間期各学校が証明する成績。
＊対象は国公立中学校のみで、12月15日からの入試相談時に上記
の資格について、証明書（コピーでも可）の提示が必要です。


